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改善の内容 

全車両、製作期間に応じて必要な箇所のドアラッチを良品と交換する。(除くスライドドアラッチ) 

なお、交換用部品の準備に時間を要するため、使用者に不具合内容を通知し注意喚起のうえ、部品準備

でき次第交換する。 

 

注：図中の        内は、交換する部品を示す。 
 
識別：運転者席側ドアチェッカーのヒンジにあるピン下側の頭部に、白または黄色ペイントを塗布する。 

 

乗降扉のドアラッチにおいて、構成部品の製造が不適切なため、部品の精度が規格を外れているものが

あり、気温が高くなるとロック機構の動きが悪くなることがある。そのため、乗降扉が確実にロックさ

れず、最悪の場合、運行中に乗降扉が開くおそれがある。 
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